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と挙動を明らかにするとともに、MBR と AS による医薬品類の除去性能の違いを明らか
にするため、韓国における現地調査と小型の MBR 処理実験から、医薬品類の下水処理
での物質 収支を把握した。 その結果、流入下 水中に高濃度で検 出されている
acetaminophen、caffeine、theophylline、naproxen 等は MBR、AS ともに 90%以上の高
い除去率を示し、調査した他の多くの医薬品類は、MBR の方が AS より大きな除去率を
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して考えられた。 
 




数、単位活性汚泥量（MLSS）当たりの生分解速度は、AS と MBR には有意な差が見られ






bezafibrate 等の分解しやすい物質は SRT の変化では大きな差は見られなかったが、
naproxen、 DEET、indometacin、sulfathiazole 等の物質は SRT が長くなると生分解の
寄与が大きくなることを明らかにした。硝化阻害を起こすと医薬品類の除去率に大き
く影響することから、硝化細菌の共代謝の効果も大きい医薬品類があり、医薬品類の







群が 見いだされ た。開 発したモデ ルで除 去率を予測 した結 果、 bezafibrate、 
ketprofen、 frusemide、 naproxen は、予測値と実験結果が一致した。このことから
生分解性や汚泥への吸着が大きくない医薬品類は、開発したモデルで MBR での除去率
は 予 測 可 能 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 propranolol、 diltiazem、














構の知見は不十分である。本研究は、AS と MBR における医薬品類の除去特性を比較す
るとともに、MBR の除去機構を解明し、それに基づいた予測モデルの開発を行ったもの
であり、得られた成果は以下のとおりである。 
１） MBR と AS による医薬品類の除去性能と挙動を解明するため、現地調査と MBR 処理








３）医薬品類の除去メカニズムを究明するため、AS と MBR の活性汚泥を用いた回分実
験を行い、医薬品類の除去特性の分類を行った。この実験結果から、医薬品類の活性汚
泥への分配係数や物質移動係数、単位活性汚泥量（MLSS）当たりの分解速度は、AS と
MBR には有意な差がないが、MBR の方が AS よりも MLSS 濃度が大きいため、除去率が改
善することを明らかにした。 
４）MBR の汚泥滞留時間（SRT）の変化による従属栄養細菌と硝化細菌による医薬品類










本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 28 年 8 月
3 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学
位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
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